
 

 

 

 

 

 

 

 

暑くて園庭に出られない日が続いている中、 

りんご組のきゅうりはどんどん大きくなり       

みんなの顔より大きくなっていました！ 

育ちすぎて食べられず、観察してみました。 

 

まずは、手に持って感触を確かめる     

「なんだか、あったかいね」「ぷにぷにする」 

 

そして、匂いを嗅いでみました     

「きゅうりの匂いがする」「臭いよ…」 

「砂の匂い？土の匂い？なんだろう？」 

次は切ってみました      

薄いのと、厚いのと…。 

「お水が出てきたね！」 

「美味しそうだけど…」 

「白いね。色がちょっと 

違うね…なんでだろう」 

と興味津々。 

そして、真ん中に種が 

あることに気付きました！ 

 

黒い画用紙に並べてみると？ 

「綺麗！」「緑色と、白色だね！」 

と手で持った時にはあまり 

分らなかった色も、しっかり 

見えるようになりました      

 

切ったきゅうりを眺めたり、 

指先でつついてみたり。 

「見て！！」と真ん中に穴が 

開いて、指を入れてみる子も。 

 

いつもはすぐに食べてしまい、 

なかなかじっくり見ることが 

なかったきゅうり。 

自分達で育てて、見て、触れて、 

色々な事を感じて、発見できた 

瞬間だったと思います。 

 

「またきゅうりなるかな？」 

「美味しくなあれ！」と 

お願いしていた子ども達です☺ 

今度は食べられますように！！ 

R4.8.5 きゅうりを観察してみたよ！ 


